
て
い
る
。
③
に
は
関
温
泉
付
近
か
ら
神
奈
山
、
大
倉

山
、
三
田
原
山
、
赤
倉
山
と
外
輪
山
に
薄
い
赤
鉛
筆

の
ラ
イ
ン
が
あ
り
、火
打
山
に
マ
ー
ク
が
し
て
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
山
行
記
録
を
調
べ
る
と
、
昭
和

十
六
年
に
焼
山
、
妙
高
山
、
昭
和
十
八
年
妙
高
山
、

昭
和
三
十
二
年
雨
飾
山
の
翌
日
の
乙
見
山
峠
越
え
、

昭
和
三
十
五
年
火
打
山
を
確
認
で
き
た
。

　

例
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
に
対

応
す
る
作
品
は
と
探
し
て
み
た
。『
お
ち
こ
ち
の
山
』

の
「
妙
高
山
」
と
『
わ
が
愛
す
る
山
々
』
の
「
雨
飾

山
」
が
見
つ
か
っ
た
。「
妙
高
山
」
は
昭
和
十
八
年

赤
倉
か
ら
登
っ
た
時
の
紀
行
で
、
②
の
地
図
に
書
か

れ
て
い
る
赤
い
ラ
イ
ン
で
あ
る
。「
雨
飾
山
」
に
は

昭
和
三
十
二
年
雨
飾
山
に
登
っ
た
翌
日
、
乙
見
山
峠

を
越
え
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
②
の
地

図
に
あ
る
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

　

日
本
百
名
山
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
こ
の
一
冊
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、
ま
だ
本
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
少
々
レ
イ
ア
ウ
ト
を
修
正
す
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も

の
を
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
ご
覧
頂
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
資
料
文
献
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ド
イ
ツ
語
訳
は
、
深
田
久
弥
さ
ん
の
甥
深
田

勝
弥
氏
が
、
平
成
二
十
七
年
早
春
に
「
白
山
」
か
ら

始
め
ら
れ
、
つ
ぎ
に
「
荒
島
岳
」
と
故
郷
の
山
を
訳

し
終
え
、
一
番
「
利
尻
岳
」
へ
か
か
り
ま
し
た
。
そ

の
年
に
七
座
を
、
以
後
、
一
年
に
二
十
一
座
、
三
十

座
、
二
十
九
座
と
進
め
ら
れ
、
平
成
三
十
一
年
四
月

二
十
五
日
つ
い
に
訳
し
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間

に
も
、
ま
た
そ
の
後
も
推
敲
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ご
苦
労
の
様
子
は
、
各
項
目
の
後
に
幾
つ
も
書

か
れ
て
い
る
日
付
を
見
る
と
解
り
ま
す
。
今
年
に

な
っ
て
最
終
点
検
を
し
、
九
月
九
日
つ
い
に
完
成
し

ま
し
た
。
ご
本
人
は
、
九
月
九
日
の
日
記
に
「
完
成

し
た
。
お
め
で
と
う
と
言
う
と
こ
ろ
だ
が
、
さ
ほ
ど

の
感
慨
は
な
い
。」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
書
い
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

妙
高
山
の
地
形
図
（
地
勢
図
高
田
の
十
五
）
が
三

枚
も
あ
る
。
①
明
治
四
十
四
年
測
量
、
②
昭
和
五
年

修
正
測
量
、
③
昭
和
二
十
七
年
応
急
修
正
の
も
の
の

三
枚
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
の
赤
鉛
筆
の
書
込

み
が
あ
っ
た
。

　

①
に
は
関
山
か
ら
関
温
泉
そ
し
て
燕
温
泉
へ
と
ラ

イ
ン
が
あ
り
、
燕
温
泉
を
丸
で
囲
ん
で
あ
る
。
そ
し

て
、
燕
温
泉
か
ら
北
地
獄
谷
経
由
で
妙
高
山
に
至
る

ラ
イ
ン
が
あ
る
。「
南
地
獄
」
の
文
字
の
書
込
み
も

あ
る
。
②
に
は
多
く
の
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
。

赤
倉
か
ら
妙
高
山
へ
の
登
山
道
に
赤
鉛
筆
が
引
か

れ
、焼
山
と
火
打
山
に
マ
ー
ク
が
し
て
あ
る
。
ま
た
、

笹
ヶ
峰
牧
場
か
ら
高
谷
池
へ
の
ル
ー
ト
と
乙
見
山
峠

を
越
え
て
田
口
へ
の
ル
ー
ト
が
赤
鉛
筆
で
な
ぞ
ら
れ

 
山
の
文
化
館
だ
よ
り

深
田
久
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〇
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Ａ
Ｘ
（
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六
一
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七
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一
一
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一

令和２年
秋号

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
11
　

深
田
久
弥

こ
の
一
冊

　『
日
本
百
名
山
』
ド
イ
ツ
語
訳



　

大
イ
チ
ョ
ウ
の
話
で
す
。
銀
杏

が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ン
ド
ロ
ッ
プ
と
称
し
て
六

月
頃
い
く
ら
か
の
実
が
落
ち
ま
す

が
、
今
年
は
六
、七
月
に
異
常
な

ほ
ど
多
く
の
実
が
落
ち
ま
し
た
。

も
う
な
い
の
か
と
思
う
く
ら
い
で

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
実
が
色
付

い
て
い
ま
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん

の
実
が
落
ち
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

黄
葉
は
、
十
一
月
に
入
っ
て
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
一
度
、
山
の
文
化

館
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記
〜

　
コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
と
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
対
策

を
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
。

　

例
年
通
り
、
第
十
五
回
目
の
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
流
行
で
約
二
週
間
と
短
い
夏
休
み
で
作
品

の
集
ま
り
を
懸
念
し
ま
し
た
が
、
例
年
よ
り

少
な
い
と
は
い
え
感
性
あ
ふ
れ
る
力
作
が
集

ま
り
ま
し
た
。
画
家
の
長
谷
川
清
氏
と
写
真

協
会
の
宮
下
一
夫
氏
の
お
二
人
に
審
査
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

加
賀
市
長
賞
、
加
賀
市
教
育
委
員
会
賞
、

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
賞
各
一
点
と
、
佳
作
、

入
選
各
十
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

入
賞
作
品
は
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
十
二

日
ま
で
深
田
久
弥
山
の
文
化
館
で
展
示
さ
れ

ま
す
。

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

深田久弥山の文化館賞
坪野　蒼那さん（山代中 2 年）

加賀市長賞
菅本　煌己さん（錦城東小 3 年）

加賀市教育委員会賞
出口　境馬さん（勅使小 5 年）

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

十  

月  

十
六 

日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
阿
蘇
山
」

 

十
一
月 

二
十 

日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
大
山
」

　●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
聞
こ
う
会
予
定

●
読
書
会
の
お
誘
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
中
で
、
聞
こ
う
会

は
三
回
ほ
ど
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
リ

モ
ー
ト
で
二
会
場
形
式
に
し
て
〝
密
〟
を

避
け
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
何
か
と

制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
実
施
で
き
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房 

他

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

演
題
：
片
野
鴨
池
と
自
然
の
楽
し
み
方

講
師
：
櫻
井　

佳
明 

氏

　
演
題
：
錦
城
山
の
歴
史
と
自
然
を
学
ぼ
う

講
師
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

　
演
題
：
加
賀
海
岸
の
重
要
文
化
的
景
観

　
　
　

に
つ
い
て

講
師
：
大
幸　
　

甚 

氏

10月
18日
（日）

11月
15日
（日）

12月
13日
（日）

ふるさとの自然ふれあいコンクール入賞作品決まる

秋の話題ひとつ


